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2024.10.24 りそなアジア・オセアニア財団第 52回セミナー （於：ウェスティンホテル大阪）  

第 2部講演録 

「最近のベトナム情勢と日越関係 

－ベトナム政局を読み解く－」 
アジア・ゼロエミッション共同体（AZEC）担当大使  

前駐ベトナム特命全権大使               山田 滝雄 

 

 

今年 5月まで４年間ベトナム大使を務めました山田です。現在はアジアのゼロエミッションを支援するＡＺＥＣの担当大使をしてい

ます。本日は、ベトナムについて４つの視点からお話しします。一つ目が経済情勢と日越経済関係。二つ目が内政。特に最近指

導者の交代が続いていますので、最新情報に基づきベトナム政局についてお話します。三つ目がベトナム外交。最近ではプーチ

ン大統領の訪問を受け入れたりしていますが、

ベトナムのしたたかな「全方位的外交」につ

いて説明します。最後に、何故ベトナム人は

日本に馴染むのか。直近 10 数年で在日ベト

ナム人は 10 数倍に増え、60 万人を超えまし

た。政治的要因が無く、これほどハイペース

で増えた外国人コミュニティは他にありませ

ん。皆さまへ、日越関係を考えるうえでのポイ

ントを提供したいと思います。 

 

 

１． ベトナム経済と日越経済関係 

ベトナム経済については、一言でいえば好

調です。ADBによる 4月の今年のベトナム経

済成長率見通しは 6.0%で、9 月予測も 6.0%

でしたが、10 月に国会でチン首相が今年の

成長率見通しを 6.8～7.0%と明言され、同時

期に出たスタンダードチャータードバンクによ

る見通しも 6.8%でした。政治的安定を回復し

たことも要因かと思いますが、今年に入り

ASEAN 諸国の中で No.1 の成長率を誇って

います。物価上昇率も安定しています。直近

こそ 4%台になってきましたが、世界がインフ

レで悩んだ 22年も 3%台を維持しており、マク

ロの視点で見れば良好な状況が続いていま

す。 
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ベトナムの１人当たり GDP は昨年の

段階で 4,284 ドルでしたが、チン首相は

来年 4,900米ドルへ引き上げると発言し

ており、経済成長率が 6～7%であれば

不可能な数字ではありません。 

省毎に見ると、トップがバリアブンタウ省

で石油や天然ガスが出る場所であり

12,968米ドル迄上昇しています。2番目

がハロン湾のあるクワンニン省で 9,610

米ドル、今年もこの調子で成長すると 1

万ドルを超えます。ホーチミンが 7,097

米ドル、ハノイが 6,348 米ドルとかなりの

所得水準になっているのが実態です。

平均以下の省でも Foxconn が進出しているバクザン省などは、一昨年 19%、昨年 13%も伸ばしており、投資を誘致しやすい場所で

は凄まじい成長が起きています。ベトナムは独立 100 周年にあたる 2045 年に高所得国（世銀ベース：13,845 米ドル以上）入りする

目標を掲げていますが、成長率が 7%伸びると仮定すると 1 人当たり所得は 10 年で 2 倍、20 年で 4 倍になりますので、今後 6%台

の成長が続けば十分達成可能な数字です。 

貿易についてですが、統計を見るとベト

ナムの経済構造の特徴をとてもよく表して

います。貿易額が一番多いのは中国で、

米国、韓国、EU、日本と続きます。しかし

貿易収支を見ると、対米と対 EUは大幅な

黒字ですが、対中国・対韓国・対台湾は

大幅な赤字で、日本だけ収支バランスが

とれています。経済面で、実はベトナムの

中で一番目立っている国の一つは韓国で

す。特にサムソンはバクニン省に大規模

な生産施設を集積させており、サムソンの

スマホの半分を占める 3 億台分はベトナ

ムで組み立てていると言われています。但

しサムソンは技術移転をあまりしてきてお

らず、ベトナムからの再三の要請を受けてようやくその話を始めようとしているところです。つまり、サムソンのスマホは、中間財を中

国や韓国から輸入し、ベトナムで組み立て、それを欧米マーケットへ輸出している構造です。一方で日本だけは、例えばホンダの

バイクは現地調達率 100%で、製造機器まで現地で組み立てています。技術移転もしっかり実施しているので収支がバランスしてい

るのであり、その意味からも日本は最高のパートナーであるわけです。また、中国との貿易額が大きく中国への依存度が高くないか

とのご意見もありますが、中国より輸入はしていますが、輸出はそれほどしていません。つまり中国マーケットへの依存度は低く、中

国経済減速による影響を相対的に受けにくい構造になっています。もう 1 つ気になるのは、対米黒字がこれほど大きくて大丈夫か

ということです。我々日本はこの点で過去相当な苦労を経験しましたが、ベトナム外交のしたたかさなのか、実は昨年の秋まで為替
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操作国の調査対象にもなっていませんでした。今でこそ調査対象にはなりましたが、これだけの貿易不均衡があるにもかかわらず、

アメリカにおいてベトナムへ制裁をかけようとする動きは皆無です。さらに、米中関係は難しい状況にありますが、米中関係が悪化

した後の方が中越関係と米越関係はむしろ良好になっています。その理由の一つは、安全保障や地政学にあります。台湾海峡は

南シナ海と東シナ海双方につがっており、台湾有事は南シナ海有事にもなり得るからです。昨年アメリカの空母と日本の護衛艦

「いずも」がほぼ同時期にベトナムへ入港しました。地域の安全保障環境が不透明性を増す中で、ベトナムはしたたかに大国との

関係をマネージしていることが、このような展開からも読み取ることができます。 

 

ベトナムへのサプライチェーンシフトの

話も注目されていますが、その変化は如

実に数字にも表れています。世界から中

国への投資とベトナムへの投資を比べた

グラフですが、対中国の直接投資は減

少傾向にある一方で、対ベトナムは堅調

に推移しており、今後伸びていくものとみ

られています。 

 

 

 

 

 

また、IT 等の高度な分野における経

済活動の活発化もあり、ベトナムは

ASEAN諸国の中で最も多く理数系に優

れた人材を輩出し始めています。すで

にアメリカのＩＴ企業や大学がベトナム人

技術者に目をつけています。ボートピー

プルでアメリカへ渡ったベトナム人も活

躍していますし、昨年 APEC がアメリカ

で開催されましたが、その時の CEO サ

ミットへトゥオン国家主席が出席され、ベ

トナムは科学技術、グリーンイノベーショ

ン、グリーン経済、デジタル経済の投資

を優先していると話されました。先日石

破総理とチン首相が会談した際にも、チ

ン首相の発言の中で、人的交流の次に

出てきたのが DX・GX でした。アセアン諸国との関係では、かつては ODA が存在感を誇っていた時代がありましたが、そこから製

造業やサービス業の投資の時代になり、今ではイノベーション的な要素を含んだ協力が求められる時代になりました。特に、ベトナ

ムは、理数系に強い高度人材を多数輩出し、欧米のハイテク産業から熱い視線を向けられ始めていますので、ベトナム側の関心
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がイノベーションの方に大きくシフトしている状況を理解しなければ、日本は置いていかれてしまいます。米越の円卓会議でも、ハ

イテク、チップ製造、半導体製造などの話題が取り上げられました。アメリカの大手 IT 企業がベトナムへの投資を真剣に検討して

いることは間違いないなく、トゥオン国家主席も、昨年の訪米時にアップル CEOのクックさんとも会っています。 

昨年 9 月にバイデン大統領が訪越した時には名立たる米ハイテク企業が随行していましたし、今年３月にもボーイング社やメタ

社など米企業の大使節団がベトナムを訪問しました。ベトナムにもイノベーションセンターができ、半導体イノベーションネットワーク

が発足しました。ベトナムはこれまで

廉価な労働力を求めるマーケットでし

たが、いま全く違う様相になりつつあ

ります。トー・ラム新書記長が今年 9

月に国連総会出席のため訪米されま

したが、この時もアメリカのハイテク企

業からのアタックが凄かったそうで、

SpaceX も出てきたと聞いています。

エヌビデアの会長も最近ベトナムを

訪問されており、ベトナムの FPT 社

（ソフトウエア請負）の社長が訪米さ

れた際も、モテモテだったようです。 

 

 

 

これらが現在のベトナムの姿であり、新しい展開が今起こっていることを、是非頭の片隅に入れていただきたいと思います。因み

に在日ベトナム人も今年 60 万人超えました。中国系の方々が 80 万人、韓国系が 40 万人であり、韓国系を超えてベトナム人の方

が二番目に多くなっています。また、

これまでは技能実習生が多かったの

ですが、特定技能と「技術・人文知

識・国際業務」（技人国）のスキルを

備えた方を足した合計数が技能実習

生を超えるようになり、現在技能実習

生が20万人で、特定技能と技人国の

方の合計が 23万人ぐらいになってい

ます。日本にいるベトナム人の方々

の内訳の高度化が着実に進んでいま

す。知らないところでどんどん変化が

進んでいて、その新しい変化にいか

に対応するか、それを新しいビジネス

チャンスに結びつけられるかどうかが

大きな課題になりつつあると思います。 
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ジェトロによる海外投資先の人気

調査ですが、ベトナムは過去数年、

世界第 2 位です。1 番と 3 番がアメリ

カと中国です。最近のトレンドはアメ

リカ人気が回復し中国が少し落ちて

いますので、ベトナムの 2 番はしばら

く変わらないかなと個人的には思っ

ています。また、進出企業の 6割近く

が再投資もしくは投資拡大の意向を

持っており、これも ASEAN 諸国の中

では最高の数字を維持しています。

日本は懸命に投資していますが韓

国や中国の勢いも強く、シンガポー

ルが大きいのは欧米企業の迂回投

資があるからです。そういう意味ではアメリカ企業等も熱心にベトナムへの投資を始めていると言えます。 

一方で ODA に関しては、ベトナム政府に公的な

融資を提供している国際的な的金融機関を 6 バン

クス（ワールドバンク、ADB、JICA、フランス系、ドイ

ツ系、韓国系）と呼びますが、最近は案件が激減し

ているということです。 

南北高速鉄道を作るということで、ベトナムは、一

時日本の ODA に期待した部分もありましたが、チ

ン首相は海外の融資に頼らず自国でファイナンス

すると言い始めています。ベトナムは GDP 規模が

60 兆円あまりですので、高速鉄道に必要な数兆円

規模の資金の自力調達は簡単ではないと思います

が、今後も経済成長が見込めますし、10～20 年の

期間をかけて分割して進めていけば無理ではない

数字です。実は、昨年は日越外交関係 50周年でも

あり、停滞していた ODA 案件を進めた結果、久々

に円借款の供与額が 1000 億円を超えたました。し

かし、今年は下手をすれば新規の円借款が 0 に成

りかねない、そういう時代になってきています。 
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２． 指導者交替の続くベトナム政局  ―トー・ラム新書記長の下で安定回復に向かうか？― 

政局に移ります。左に示しているように最近ベト

ナムでは、政治指導部のトップ４がどんどん交替し

ました。昨年 1 月には特に日本でよく知られていた

フック国家主席が、今年 3 月には昨年日本に公式

訪問されたトゥオン国家主席が退任し、４月にはフ

エ国家議長も退任しました。一方、後任の国家主

席へ就任されたトー・ラムさんが、今年８月には書

記長まで登り詰められ、国会議長へ就任されたマ

ンさんも安定感がある方です。更にトップ 4 以外の

政治局員も変わっており、18人のうち半数近くの 8 

名が交替しました。 

因みに、左側スライドの右端（上段）のルオン・クオンさんは、つい数日前に国家主席に昇進されました。資料の修正が間に合わ

ず、すみません。 右側スライドは、今年初めの政治局員の陣容ですが、顔ぶれは大きく入れ替わってしまいました。 

このように頻繁な指導者の交替が起こった背景

には、7月に亡くなられたグエン・フー・チョン前

書記長の意向があります。チョン前書記長は、

元々脳梗塞を患わられており、ここ数年間は半

身が不自由でした。そこへ今年 1 月大病を患

われ、おそらく自分の余命を悟られたのだと思

います。人事は 5 年に 1 回の党大会で決めま

すので、次の人事は 26 年 1 月の次期党大会

で良かった筈なのですが、自分が元気なうちに

後継を固めておきたいと考えられたのだと思い

ます。そこで反腐敗キャンペーンというチョンさ

んがライフワークとして進めてきたものがあり、  

その絡みで何もの人が処分されました。 
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当然ながら高位の人も処分していくことになり、

それが最高指導部の人事にも大きな影響を与

えました。今年初めの段階で、チョンさんの後継

書記長候補者と見られていたのは 2 人で、1 人

は前公安大臣のトー・ラムさん、もう 1 人は前国

家議長のフエさんでした。結局チョンさんの意

中の人はトー・ラムさんでフエさんではなかった

ことが大きなポイントだと思います。 

 

頻繁な指導者の交替に伴い、一般に指摘さ

れているベトナム政治についての不安要因に

ついて、今の状況をまとめました。 

一つ目が、トー・ラムさんは公安大臣だからこ

こまで来られたが、国家主席に昇進して、公安

省の梯子が外れるようなことはないのか？公安

大臣の後任人事は大丈夫か？というものです。

トー・ラムさんの後任の公安大臣には、同郷（フ

ンイエン省）で、トー・ラムさんが最も信頼するク

アン公安副大臣が就任しました。しかもクアンさんは、直ぐに政治局員に昇進しています。更に、トー・ラムさんは 8月に書記長に昇

進されました。書記長は、公安を直接指揮するポストであり、トー・ラムさんと公安の関係は盤石だと思います。 

二つ目が軍との関係です。やはり軍は強い力を持っており、軍が指導部のゴタゴタを良く思わないのではないかとの懸念ですが、

軍からルオン・クオンさん（元人民軍総政治局長）が党内序列 5 位の書記局常務に抜擢され、そして今月 20 日に始まった国会初

日に国家首席に昇進されました。軍に対する手当も盤石で、今のところ軋轢や不協和音は全く聞こえません。 

三つ目は、トー・ラムさんのライバルだったフエさん（元国会議長）はゲアン省出身で、この省はその南隣のハティン省と共に「ゲ

ティン閥」という派閥を形成している政治的に強い場所です。ゲアン省は、ホーチミンさんの出身地でもあります。その派閥の人た

ちが怒っているのではとの見方もありました。しかし、スライドの右側はトー・ラムさんが書記長に就任した際のお披露目写真ですが、

右端の方と左端の 2 人は両方とも「ゲティン閥」の方です。そういう人たちがどんどん登用されています。フエさんと「ゲティン閥」の

他の人との間にはミシン目が入っていたのかもしれません。 

この 3つが報道などに出てくる不安要因ですが、仔細に見ると実はよく考えてしっかり手当されていることがわかります。今回の政

変は、相当計画的に仕組んであったようにも思われます。 

投資環境への影響は大丈夫かという話があり

ます。しかし、1 つには、先ほどの写真の真ん中

に、トー・ラム新書記長と一緒に花束を持って写

っているチン首相が留任したことは安心材料で

す。ベトナムでは力の官庁は書記長の下に、経

済官庁は首相の下に置かれています。経済を総

括するチン首相が留任されたのは非常に大きい

要素であり、チンさんは次の党大会（26 年 1 月）
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を超えて、さらに５年間首相の立場に留まるのではないかという見方が、今ハノイの情報雀の間で囁かれるようになってきています。 

次に、トー・ラムさんのような公安大臣が書記長になると、公安国家化してややこしいことが起こるのではとの心配もあるようです

が、実はベトナムと隣の大国とは国情がかなり異なり、ベトナムの方は自分達が無茶をすれば、経済発展に不可欠な、外国からの

質の高い投資、付加価値の高い投資が逃げてしまうという危機感を持っています。またトー・ラムさんの経歴を見ると公安畑一筋で

すが、実は大変な文化人であり、かつ経済にも詳しい方です。私はトー・ラムさんと何回もお会いし可愛がっていただいたのですが、

いつも「日本の投資家の皆さんは大丈夫ですか、不正常な事は行われていないですか」と気遣われていました。邦人を巻き込む

ややこしい案件があった時にも最も親身になって助けていただいた方はトー・ラムさんでした。そのような個人的な体験からも、例え

ば、ベトナムに国家安全法のようなものができて日本人が逮捕されるというようなことはまずないと思います。 

他方で腐敗撲滅キャンペーンは続きますので、ベトナムの皆さんは少し委縮しています。ローカルパートナーには、気をつけられ

た方がいいかもしれません。このキャンペーンによりコンプライアンスのレベルを上げることが先進国になる為には求められ、いまそ

の生みの苦しみのプロセスにあると思います。不条理なものを要求されるケースは減ってきたと聞いていますが、まだ完全に無くな

ったとは言えず、そちらには、まだ少し気をつける必要があろうかと思います。 

もう一つ、ベトナム政治を見ていて凄いと思っ

たのが、スライド右側の写真です。ベトナムでは

国会開幕の前に指導者がホーチミン廟へ参拝に

行くこととなっており、これは 5 月 18 日の参拝の

写真です。先程お話ししたトー・ラムさんのライバ

ルであったフエさんは 4月 26日に国会議長を退

任されたのですが、驚いたことに、退任直後であ

るにもかかわらず、前列 1 番左におられます。そ

れから真ん中の向かって少し右の方がフックさん

で、去年国家主席を退任された方です。この

方々が最前列におられて、一方で現役のチン首相や、トー・ラムさん、今度国家主席になったクオンさんも最前列に一緒に並んで

おられます。この辺りの団結力というか、切り替えの速さというのは本当にベトナムならではのものがあり、なんだかんだありながらも

対立を乗り越える力強さは、今まで私は多くの国と付き合いましたが、よそでは見たことがないものがあります。北東アジアには１回

揉めると末代まで揉めて墓にまで唾を吐くという文化もある中で、ベトナムのカルチャーは一風特徴的で違うものがあります。ホー

チミンさんは「団結、団結、大団結」といつも言っておられましたが、それを本当にやってしまう文化があると思います。 

 

色々ありましたが、トー・ラムさんは非常に強い

リーダーです。私どもは、ベトナムの政治情勢に

ついてさまざまな観点から分析してきましたが、

最近の展開を見ると、トー・ラム体制には大きな

隙は見当たりません。新書記長の下で、諸課題

を乗り越え、しばらくは政治状況が安定してもお

かしくないと私は見ています。 
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３． ベトナムの『竹外交』 ―したたかな戦略的計算に基づく「全方位外交」― 

次にベトナム外交についてですが、極めてした

たかな計算をしている、戦略的計算に基づく全方

位外交であると思います。 

彼らは自分たちの外交を前書記長のチョンさん

の言葉で「竹外交」と呼んでいます。要するに根は

しっかり張り、身は固く頑強にし、枝はしなやかに

立ち振る舞い、したたかに戦略的計算に基づいて

どちらから圧がかってもまっすぐ対応し、全方位へ

しっかり対応せよとのことです。 

そんな外交が、本当にうまくいくのかと思ってし

まいますが、実際に起こったことを見てみると、1 年

たらずの間にバイデン大統領、習近平国家主席、

プーチン大統領がみんなベトナムを訪問しました。

おそらくこんな国は他にないと思います。先程申し

上げたように、米中関係が悪化してからのほうが、

中越関係と米越関係が良くなっており、フィリピンと

も最近ベトナムの国防大臣が先方を訪れて連携を

深めています。南シナ海のフィリピン側では、近年

中国の公船の活動が活発化していますが、ベトナ

ム側ではここ暫くは概ね平穏です。 

さらに米中露の首脳来訪だけを見ると、３カ国の

うち２カ国が共産国なので、やはり向こう側を重視

しているのかなと感じる方もおられると思いますが、

他方、ベトナムが近年、二国間関係を「包括的戦

略的パートナーシップ」に関係を格上げした国を

見ると、西側の民主主義国ばかりで、今のベトナム

が如何に西側との関係を重視しているかがわかり

ます。「包括的戦略的パートナーシップ」というのは、

ベトナムが最も高い格式の関係と位置付けている

もので、2022年 12月迄は、ベトナムが「包括的戦略的パートナーシップ」を結んでいた国は露、中、印だけでした。その後、資料に

あるように、ベトナムは日米韓豪との関係を立て続けに「包括的戦略的パートナーシップ」に格上げしました。 

また、昨年 12 月、習近平国家主席がベトナムに来訪した際、中越両国は運命共同体になったとの報道が流されました。実は現

地でベトナム関係者が私どもに説明していたのは、「運命や生死まで一緒にできるわけがない。隣国として未来の共有（「shared 

future」）を確認したのであり、この言葉はその前の ASEAN 中国首脳会議の文書でも使われたものである。」ということでした。ベト

ナムでの発表を見ると、ベトナム語と英語の両方とも「shared future」となっていました。本当にしたたかな国だと思います。 
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トー・ラム書記長になって、ベトナム外交に変

化があるかということですが、NHK のインタビュ

ーで「全ての国との友好を深める方針だ、これが

私たちの外交政策で変ることはない」と回答され、

新書記長も「竹外交」の路線を維持しておられる

と思います。ただし「竹外交」というのはチョン書

記長が考え出した言葉で、トー・ラムさんは国家

主席の時までは使っていましたが、自分が書記

長になってからは言わなくなりました。別のキャッ

チフレーズを考えておられるかもしれませんが、

路線はあまり変わらないかもしれません。 

それから 8 月の書記長就任後、最初に中国を訪問されたので、やはり中国を向いているのかと思われる方がおられるかもしれま

せんが、日本で大きな報道はされていませんが、トー・ラム書記長は 9 月に訪米し、国連未来サミットへ出席、バイデン大統領とニ

ューヨークで二国間会談、さらに SpaceX、メタなど米大手 IT企業からも大歓迎されています。 

 

またバイデン大統領はトー・ラム書記長の米

国滞在中に国連スピーチをしました。国連スピ

ーチですので、別にベトナムに言及する必然性

はなかったのですが、テキストを見ると、「自分が

政治家になった 72 年頃はベトナム戦争中だっ

た。アメリカの歴史上最も長い戦争であった。し

かし我々は戦争を終わらせた。そして昨年ハノ

イへ行き、ベトナムのリーダーと会談し、我々の

パートナーシップをかつてないレベルへ高めた。

これは対立を乗り越えて友好関係を確立するた

めの世界に模範になるような関係である」というベトナム満載の内容でした。バイデン大統領が、トー・ラム書記長の米国滞在中にこ

のスピーチをしたことは、外交的にかなり意味があると私は見ています。つまり、あのプーチン大統領がベトナムを訪れたにも拘ら

ず、アメリカはベトナム重視のスタンスを変えていない。サプライチェーンのシフトや、南シナ海の戦略的重要性が一層高まってい

る状況の中で、アメリカは、官民を挙げてベトナムを重視する方針を取っています。 

さらに大統領選挙の結果は分かりませんが、トランプ氏が大統領時代にベトナムを好み、金正恩とベトナムで会談したという事実

はご記憶にあるかと思います。実は金正恩との会談のアレンジを手伝ったのはベトナムの公安で、そのトップにいたのがトー・ラムさ

んです。そういう意味では、おそらくベトナムはアメリカの政局の影響をあまり受けにくいのだと思います。ベトナムは、上手にしたた

かにこれからも対米外交をやっていく可能性が高いと私は見ています。 
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４． 日越の「共感と共鳴」の原点 

最後に日本とベトナムの繋がりについてお話しします。確か

に、ベトナムの方は日本人といろいろ違うところもあり苦労もし

ますが、一緒に飲んで盛り上がると意気投合するとか、泣かさ

れてしまうようなシーンも結構あるわけです。特に離任の時に、

これほど皆さんに温かく名残り惜しがっていただいた国はあり

ませんでした。先日AZEC首脳会議へ行った時にチン首相や

ベトナム高官の方々と久しぶりにお会いすると、本当に皆さん

懐かしがってくださいました。 

昨年日越外交関係樹立 50 周年を祝いましたが、その時の

キーワードが「共感と共鳴」でした。何故このような言葉が出てきたのかということを理解いただくためのヒントをいくつか提供したいと

思います。 

一つ目が精神文化における共通性です。日本とベトナムは、ともに大乗仏教、儒教、漢字文化圏です。二つ目は歴史的交流が

長いということ。ベトナムと言うとどうしてもベトナム戦争の話になりますが、その前から長い関係があったわけです。三つ目が日越は

ともには里山の国であるということです。日越の国土を見ると、ともに高低差があり、降雨量が多く、温暖で、川が流れ、土地が肥え

ている。里山を生み出すための条件を備えています。日本の里山の専門家がベトナムの里山保全のために協力され、書かれてい

る論文もあります。自民党の先生方は何故ベトナムが好きなのか、日本のリーダーは村長（むらおさ）的な素養がある方が多いのと

同じように、ベトナムのリーダーもホーチミンさんが典型ですが、チョン書記長もそうだったし、チンさんやトー・ラムさんもそうかもし

れません。 

まず精神文化における日越の共通性ですが、この地図の黄色で塗りつぶされた場所は、大乗仏教の影響が強い地域です。大

乗仏教の地域は、ほぼ儒教圏や漢字文化圏と重なります。日本、中国、台湾、韓国など、北東アジアの国や地域は概ねこの三つ

の要素を備えているのです。一方、ＡＳＥＡＮの中ではこの 3 つの要素を持っているのはベトナムだけです（正確にはベトナムの北

半分。南側はかつてヒンドゥー教。）。インドシナ半島の他の所でも

仏教は盛んですが、大乗仏教ではなく上座部仏教（小乗仏教）で

す。文字を見ても、クメール文字やミャンマー文字、タイ文字のよう

にサンスクリットの影響が強いものが使われています。それから儒

教の影響はほぼなく、一方で、ヒンドゥー教の影響が強い地域です。

だからインドシナ半島とはよく言ったもので、ベトナムだけは中国の

影響を受け、ベトナムから見ると険しい山岳地帯の反対側にあるラ

オスやカンボジア、そしてその向こうのタイやミャンマーではインドか
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らの影響が強かったのではないかと思います。 

もう一つ言えるのは、この黄色の地域、すなわち日本、中国、韓国、台湾そしてベトナムは、理数系に強い人を輩出している地域

だということです。ベトナムは、現状ではまだ IT に強い地域と確立されたとまでは言えませんが、皆さん大きなポテンシャルを感じ

始めています。ベトナムを見る時は、そこを押さえておかないといけないと思います。 

ベトナムが漢字文化圏だということをわかりやすく知る方法は、古いお寺に入ることです。そこは漢字だらけです。お寺の形もな

んとなく中国っぽい感じで、これがラオスに行くと漢字は全く無くなり、サンスクリット的なラオス文字による表記となり、建物も尖がっ

た感じのヒンドゥー系というか、我々からすると異文化の建築になってくるのです。 

ベトナムは儒教の影響も強くみられます。左の写真は文廟というUNESCO世界遺産に指定されている孔子廟です。ベトナムでも

科挙の制度が随分長く続き、ここに受験者が参拝していました。地方の方が一生懸命勉強して進士になり昇進するというのがベト

ナム的サクセスストリーだったのです。それと日本の湯島の聖堂は非常に似ています。 

ベトナムと日本との間には長い歴史的な繋がりもあります。8 世紀の東大寺大仏開眼式の時には、林邑僧（林邑：現在のベトナム

南部）の仏哲さんが来て、雅楽の源流の 1 つとして認められている林邑楽を伝えたということです。現在も、この時に披露されたと

言われる迦陵頻（かりょうびん）の舞のパフォーマンスが行われています。 

同じく 8 世紀、阿倍仲麻呂さんは、唐から日本への帰国途中に難破してベトナムのゲアン省に漂着しました。その後はハノイ（交

州）へ唐の提督（鎮南都護。当時ベトナムは唐の支配下にあった。）として赴任されたとのことです。ハノイのベトナム国会の建物の

地下には、この頃の提督宮殿の遺跡があります。学芸員の方と話し込んだのですが、どう見ても 8 世紀には、唐の提督がここにい

たはずだと言われていました。阿倍仲麻呂さんは、実は我々がよく通ったベトナム国会の地下の宮殿にいたのかもしれない。これ

は 1つのロマンですが、状況証拠的にはかなりの確度がある推論です。 

それから朱印船貿易の時代です。この頃、幕府が発給した朱印状の宛先として 1番多かったのがベトナムだそうです。ルソンとか

アユタヤもありますが、日本から出帆して台湾海峡を越えると、直ぐにベトナムに着きますし、海岸線も長いですから、そうかなと思

います。織物や陶器、香木などがベトナムからもたらされ、ホイアンには大規模な日本人街がありました。 
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右側の写真は長崎の商人荒木

宗太郎さんという方がホイアンに行

った時の朱印船のレプリカです。

長崎の人たちは今もそのことをよく

ご存知で、この朱印船のレプリカは、

長崎県知事が寄贈されたものです。

ホイアンの旧日本人街の入り口に

展示されています。 

日本人街があった場所には日 

本橋と言われている橋が現存して 

おり、元々日本人が作ったもので 

世界遺産になっており、当時の日           

本人の墓もまだしっかり管理されて 

います。 

 

 

長崎とホイアンの間には、地元

ではよく知られている古いラブスト

ーリーがあります。17 世紀の朱印

船貿易の時代に、ホイアンのお姫

様と長崎の商人荒木宗太郎さんが

結婚されて、お姫様が長崎へ嫁が

れ、財宝を積んで朱印船で長崎

へ来られました。その様子は、今も 

「長崎くんち」で再現されています。ただ鎖国になってしまい、ベトナムへは戻れなかったという悲劇性もあります。昨年は、日越外

交関係樹立 50 周年だったものですから、このお話をオペラにしていただき、秋篠宮両殿下が 9 月にベトナムへお越しになられた

際に、ハノイのオペラハウスで世界初演をしていただいたこともありました。 

 

最後になりますが、これは静岡市が作られた里山の絵で

す。私はよくベトナム学生への講演でこの絵を見せ、「これ

はどこの絵だと思いますか？」と尋ねると大体の学生は

「ベトナムだと思う」という回答でした。 
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この写真は、ベトナムの国作りの神話の舞台になったフー

ト省の景色です。写真にある里山の景色は、ベトナム人の原

風景でもあるのです。日本人も故郷と言った場合は、里山の

光景が心に浮かんできて、里山を自分たちの原風景と感じ

ているということをベトナムの方に言うと、彼らはとてもシンパ

シーを感じてくれます。水田があり、川が流れ、家畜がいて、

木々が繁り、果物が成る、これらはまさにベトナム人の原風

景と全く一致しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里山というのは、日本における社会関係の基本を作ってき

たもではないかという仮説があります。よく縄文時代に里山が

あって、それが日本の社会関係つまり協調性を作ってきた原

型ではないかと言われる方がおられます。ベトナムの社会関

係もやはり協調を非常に重んじます。私は外交官になり、外

交官とは空気を読まない人たちと付き合う仕事だと思ってい

たのですが、ベトナムに行き、初めて空気を読む人たちと付

き合いました。だからコロナの初期にベトナムはロックダウン

を行い大成功しました。あれは公安が何を考えているかとい

うことを、みんなが空気を読んで知っていて、みんなが一致して行動したからです。ベトナム戦争の時の彼らの戦争の強さなどもそ

ういうところにあると思うのです。 

ベトナムの理想的指導者像というのはホーチミンさんみたいな方で、包容力があり、腹は座っているが優しく、暖かい方です。同

時代の共産主義の指導者として、毛沢東さん、スターリンさんがおられますが全然違うタイプです。ホーチミンさん自身、独裁者は

嫌だと言って自分への権力の集中を拒否され、さきほど 4 トップと申し上げましたが、ベトナム独自の共同指導体制を築かれました。

自分は国家主席をやるけれども、書記長と首相は他の人がやるべきだという信念で、頑として変えませんでした。もちろん国民の尊

敬はホーチミンさんに一身に集まっていました。 

そういう里山的な社会関係、人間関係、そういったものがベトナムと日本を近づけている 1 つの要因かなと思っています。例えば

職場や工場とかは特にそうです。やはり、ベトナム人の労働者に日本の工場に馴染みやすい人たちが多いのは、ベトナムに、日本

と共通した社会的な背景があるからではないかと、このように感じている次第であります。 

以上で終わります。本日の話が、皆さまがベトナムを理解されるきっかけとなれば幸いです。 

（終了） 


